
クラブ中・長期計画書


　　　　　　　　　ロータリークラブ
平成　　年　　月現在
長期計画書作成の意義

　

地区より配布した、クラブ管理運営委員会の手引き書には、｛ロータリー・クラブは、クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、ひいては国際ロータリーのリーダーを育てることができます。クラブ・リーダーシップ・プラン（ＣＬＰ）は、継続性や情報伝達、ロータリアンの参加を確実にする標準手続きを確立するためにロータリー・クラブが採用できる有用な方法です。｝とあります。

　「効果的なロータリー・クラブとなるための活動計画の指標」即ち－クラブの管理運営の目標を定めるために利用できる、クラブ査定や目標設定のための資料―は、これまでに、皆様方のクラブで作成していただいた「クラブ棚卸書」です。この「クラブ棚卸書」をもとに、目標を設定します。この目標達成のために中・長期に亘る行動計画書作成が、不可欠と考えられます。

　設定した目標が、委員会の能力とクラブの関心を正確に反映しているかどうか（効果的な目標設定がなされているかどうか）を確認するには、目標が以下を満たしている必要があります。

· 全員で決定したもの。目標設定および目標達成計画の立案に参加した人々は、その実施においても熱心に取り組むものです。目標設定に当たっては、クラブ指導者、クラブ会員、地区指導者と相談します。

· 測定可能であること。目標は、具体的に測定できるものを選びます。

· 取り組みがいがあること。目標は、クラブがこれまでに達成した以上に十分に意欲的なものであるべきです。

· 達成可能であること。ロータリアンは使用可能な財源や援助源の範囲内で目標を達成しなければなりません。目標を、これまでに委員会やクラブが達成した目標と比較します。

· 時間が定められていること。目標には、期日あるいは時間的な予定計画が含まれるべきです。

以上のことを考慮し、長期行動計画書を作成してください。

クラブ管理運営委員会（クラブ奉仕委員会）

1 出席委員会について

【意義・目的】
　　出席は会員としての最小限度の奉仕であり、出席なくしてロータリーの目的は達せられない。
　　この委員会は、すべてのクラブ会員があらゆるロータリーの会合に出席すること（地区大会・

　Ｉ．Ｍ．・国際大会等の出席も含まれる）を奨励する方法を考案する。

　　又、この委員会は特に本クラブの例会への出席と、本クラブの例会に出席できない場合の他ク
　ラブ例会への出席を奨励し、全会員に出席規定を周知せしめ、出席を良くするためのよりよき奨
　励策を講じ、そして出席不良の原因となる諸事項を確かめこれを除去することに努めるものとす
　る。
　　ロータリアンにとって最大の権利と義務は100％出席です。
《目標》

　　常時出席率100％を実現する

· 目標達成の為の方策＊

①　

2 クラブ会報委員会について

【意義・目的】
　当委員会の目的は、会員の出席への関心を刺激して出席率を高め、例会報告・クラブ行事等の
内容を毎週、週報として記録、残すことです。そして、親睦活動の一助とし、会員に必要なロー
タリー情報・ＲＩ情報等を提供します。

《目標》

＊　目標達成のための方策

3 親睦活動委員会について

【意義・目的】
　　会員相互、ロータリー家族との友誼を増進し、用意されたロータリーのレクリエーション及び
　社交的諸活動への参加を会員に奨励し、本クラブの一般目的の遂行上会長または理事会が課する
　任務を果たすものとする。
《目標》

＊　目標達成のための方策
4 雑誌委員会について

【意義・目的】

　　義務購読になっている｢ロータリーの友｣誌をいかに有効に利用するかを担当する委員会であ

　り、会員が｢購｣と同時に｢読｣も実践するような方策を立てるべきである。又、会員のみならず地

　域の公共機関・場所等にも寄贈することも視野にいれる必要がある。
《目標》

＊　目標達成のための方策
5 プログラム委員会について

【意義・目的】

　　例会時間の半分を費やすプログラム（卓話）こそロータリー活動の主幹であることを認識し、
　例会や特別の会合がスムーズに運営されるよう計画し、準備し、手配をする。又、クラブがプロ
　グラムの実施を通じて、いかなる効率を上げているかをも検討する委員会です。プログラムは理
　事会や他の委員会の計画が円滑に実行されるように考案され、またバランスのとれたものにしま
　す。

《目標》

＊　目標達成のための方策
6 広報委員会について

【意義・目的】

　　いずれのＲＣも毎年主要な社会奉仕活動を一つ提唱することが望まれます。成功裏に完了した
　奉仕プロジェクトは、ロータリーに対する一般の人々の認識、理解を普及徹底させるのに非常に
　効果的な方法の一つと考えられています。したがって、見事に遂行されたプロジェクトについて
　これを一般の人々に広く知らせる活動はロータリー広報にとって不可欠であります。
《目標》

＊　目標達成のための方策
7 職業分類委員会について

【意義・目的】

　　各クラブは、1種類の事業又は専門職業に偏らない均衡のとれた会員身分により構成されなけ

　ればならない。そのため地域内の事業及び専門職務活動を表す適切な職業分類を設定すべきであ

　る。

《目標》

＊　目標達成のための方策
8 ロータリー情報委員会について

【意義・目的】

　　クラブのロータリー情報委員会は、全会員が、ロータリーを十分理解しロータリー会員の特典
　と責務を把握できるよう援助することに力を注ぎます。各クラブは、四大奉仕及び効果的クラブ
　の四つの要素（1.会員維持・2.成功する奉仕プロジェクト・3.ロータリー財団支援を行う・4.クラ

　ブレベルを超えたリーダー育成）について、ロータリアン個人の知識を増幅するようなプログラ
　ムを持つべきであります。クラブのロータリー情報委員会は、幅広く広大な調整責務をもつ重要
　な高い地位におかれるものであります。
《目標》

＊　目標達成のための方策
9 その他、貴クラブ独自の委員会がございましたら委員会別に記載してください
【意義・目的】

　　クラブはその地域や会員の特性を生かして個性あるプロジェクトを実施し、主体的なクラブ作

　りを行うことがクラブの機能を充実させ、奉仕の効果を高めることができます。
《目標》

＊　目標達成のための方策
クラブ財政について

【意義・目的】

　　安定した財政基盤の下では、充実した奉仕活動が実行されます。よって、固定経費・活動経費
　の按分をたえず検討し、会員増強、年会費調整を行います。

　｛奉仕活動費(固定)＋固定経費｝÷会員数=年会費と考えるのが望ましい。
《目標》

＊　目標達成のための方策
会員増強について

【意義・目的】

　　この委員会は、絶えずクラブの充填未充填職業分類表を検討し、未充填の職業分類を充填する

　ため適当な人物の氏名を理事会に推薦するよう積極的に努めなければなりません。新会員を推薦

　しクラブの会員増強に寄与することはロータリアンの責務であります。

《目標》

（目標の中に会員数×１０％の女性会員の増強を加えてください）
＊　目標達成のための方策
職業奉仕委員会について

【意義・目的】

　　あらゆる有用な職業の価値を認め、自分の職業を律し道徳水準と品位を高めることに努めると

　共に、業務を通じて職場や地域社会で奉仕の理想を推進し、クラブ・プロジェクトに応えること

　であります。
《目標》

＊　目標達成のための方策
社会奉仕委員会について

【意義・目的】

　　地域社会に居住する人々の文化的生活環境条件を向上させるために、思いやりや援助をロータ

　リアン個人として又、多人数で行い、育成することである。

《目標》

＊　目標達成のための方策
国際奉仕委員会について
【意義・目的】
　奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携さわる人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と

　平和を推進することにある。
1 世界社会奉仕（ＷＣＳ）について

【意義・目的】

　　世界社会奉仕は国際奉仕に属する活動で、ロータリアンは、このような活動を通じて人々の生

　活を改善し、人々のニーズに応えるプロジェクトを実施する。そして物質的・技術的・専門的援

　助を通じて、国際理解と親善を推進する。

《目標》

＊　目標達成のための方策
2 青少年交換プログラムについて

【意義・目的】

　　このプログラムの目的は、他国の人々との出会いや、他国の文化を体験することによって、生
　涯にわたる国際理解の種を播く機会を多くの青少年に与え、支援することです。
《目標》

＊　目標達成のための方策
ロータリー財団部門について

【意義・目的】

　　ロータリー財団の使命は、地域レベル・全国レベル・国際レベルの、人道的・教育的・文化的
　交流プログラムを通じて、ロータリーの綱領とロータリーの使命を遂行し、且つ世界理解と平和
　を達成しようとする、国際ロータリーの努力を支援することです。
《目標》

＊　目標達成のための方策
1 恒久基金について
【意義・目的】

　　運用収益だけを財団プログラムの支援に使う基金であります。
　　その収益により、財団へ額は小さくても安定した支援を毎年行います。

《目標》

＊　目標達成のための方策
2 ポリオ・プラス・パートナーについて
【意義・目的】

　　ポリオ・プラス・パートナーは、国際ロータリーの特別プログラムであり、撲滅の証明が達成
　されるまで、他のすべてのプログラム以上に優先されます。
《目標》

＊　目標達成のための方策
3 財団奨学生について(ロータリー財団国際親善奨学金を受けた学生)
【意義・目的】

　　民間の留学プログラムとしては、世界最大のものです。ロータリー・クラブの所在する他国の
　勉学又は、研修を受けるために国際親善奨学金が授与されます。勉学期間中ロータリー奨学生は、
　留学先の国で親善大使を務めます。
《目標》

＊　目標達成のための方策
4 研究グループ交換（ＧＳＥ）について

【意義・目的】

　　一つの国から別の国に、専門職務と事業に従事する人のチームを交換する事業です。地区と地
　区の旅行チームを交換し、異なる文化の中で自分の職業がどのように遂行されているかを見る機
　会を提供します。

《目標》

＊　目標達成のための方策
5 地区補助金について

　　　District Simplified Grants
　　ロータリー・クラブが地域社会、地区内またはロータリー･クラブのない国で奉仕プロジェクト
　　を実施する際の補助金です。
米山記念奨学部門について

【意義・目的】

　　米山奨学事業は、ロータリアンの浄財によって基金を運用し、ロータリーの理想とする国際理
　解と相互理解に努め、国際親善と交流を深めるために優秀な留学生を支援し、世界平和の創造と
　維持に貢献することを目的とします。
《目標》

＊　目標達成のための方策
新世代部門について
【意義・目的】

　　新世代の健全な成長を援助するためのプログラムを考察する。
《目標》

＊　目標達成のための方策
1 新世代育成プログラムについて

【意義・目的】

　　地域社会レベルで、新世代が地域の指導者と関心事を話し合い、希望、夢、抱負を表明し、自
　分と居住地域社会の問題の解決策を探るための機会を提供する。
《目標》

＊　目標達成のための方策
2 インターアクトについて

【意義・目的】

　　奉仕と国際理解に貢献する世界的友好精神の中で相共に活動する機会を、14歳から18歳の若
　い人あるいは高校生にあたえるために結成します。
《目標》

＊　目標達成のための方策
　　　

　　　
★　インターアクトクラブを現在スポンサーしていないクラブにあっては

　　　　一考しましょう
《目標》

＊　目標達成のための方策
3 ローターアクトについて

【意義・目的】

　ローターアクトクラブは、18歳から30歳までの青年によって構成されるクラブです。

これを提唱する目的は、青年男女に、個々の能力の開発に当たって役立つ知識や技能を高め、そ
れぞれの地域社会における物質的、あるいは社会的なニーズに取り組み、親睦と奉仕活動を通じ
て全世界の人々のあいだによりよい信頼関係を推進するための機会を、提供することです。
《目標》

＊　目標達成のための方策
　　　★　ローターアクトクラブを現在スポンサーしていないクラブにあっては

　　　　　一考しましょう
《目標》

＊　目標達成のための方策
4 ライラ研修について

【意義・目的】

　（Rotary Youth Leadership Awards）
　地区内の若い人々とロータリアンが参加する地区プロジェクトであり、若い人々の、指導者及び
　善良な市民としての資質を伸ばすことを目的とする。

《目標》

＊　目標達成のための方策
◆　ＣＬＰについて

ＣＬＰを採用しておりますか

ＣＬＰを　　年度より採用している
　　　
　採用していない場合、いつ頃から採用されますか

　ＣＬＰを　　年度より採用予定である
採用しない場合は、理由についてお書き下さい

　ＣＬＰ採用の予定は今のとこと考えていない
【理由】
◆貴クラブの独自の長期計画がありましたら、お書き下さい

【意義・目的】

《目標》

＊　目標達成のための方策
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